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き力は変存してきたように思われる“

背はit会や文化とともにある。既にIlUlll図ﾂjはく時

代の音〉の仔庄に気づいていたし（『ﾘ}治大止史世相

篇』)，永井付風はふけそめる夏の夜に橘板を踏む下駄の

音，油紙で張った雨傘に門の時雨のはらはらと降りかか

る響き，夕)Iをかすめて啼過ぎる雁の戸，短夜の夢にふ

と'111く時偽のﾉI(’１洞の夕方，渡場の船を呼ぶ人の声，荷

船の舵のＩＭＩき，季節の変わり行くごとに，その季節に必

要な,１，１，物をリビリにきた行商人の'1fなどが時代とともに消

えていったことを，昭和２１年に発災した「錨の聾」に

おいて記している。また，〈サウンドスケープ（音風景)＞

ということばを初めて概念化したＲ、マリー・シェー

ファーはそのグローペルで文明史的な将作“ＴｈｅＴｕｎ

私たちは[|々，さまざまな音を耳にしながら′Ｉｉｉ１Ｉｉして

いる。世界は，「|然二''７，人間音，機械音，〈rf楽〉などで

満ちている。人とは１１常的体験によって|隊成される意味

世界で生きているのだ。

起はそうした日々の暮らしにおける人々の音体験に注

目し，そこから視点を広げていく社会学を枇築していき
●●●●●●●●●

たいと考えている。１１常生活論としての「音のｉｌｌ１会学」

が私の構想している社会学なのである。

さて，私たちは|Ｉ々，それらの音にIiilを忠［ながら生

きているのだろう。断ば世界理解，時代理解の一つの鍵

なのだが，私たちはある音を心地よい音，好ましい音と

して感じとり，ある音には耳をふさごうとしている。ま

た，時代の移り変りや生活様式の違いとともに，音の聴
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ingoftlleWorld，,（『'1上界の調律サウンドスケープと

はなにか』）において，音風景の変杵を,､イソァイなサ

ウンドスケープからローファイなサウンドスケープヘ，

というかたちで捉えているし，エドワード．Ｔ・ホール

は「アメリカのそれぞれの地域とⅡ1Jにはそれ'１ﾘｲ｢の音楽

とリズムがある」ということを『文化としてのlけ'111』に

おいて述べた。ｌｌ々のﾘﾐ活を営むなかで人々は杵，音風

景に社会や文化の様相を感じてきたのである。

それでは，Ujifillli代，人々が耳にしていたIffとはどの

ようなｉｆだったのだろう。音に何を感じていたのだろう

か。

座は．人々が体験した音,風景から，時代の〈機'11〉や

人々の｢17Ｍ乱活をF11解したいと思い，これまで，さまざ

まな人々のlIf体験をクローズアップさせながら，’1本の

近代化の過程，及びモダンの時代，ポスト・モダンの時

代について考察してきたが')＄ここでは日本の近代化を

理解する際にまずｔｌｉＩ１に値する明桁'０１に，３１'１|にわたり

日本をＭｉれたエドワード．Ｓ・モースに注|Ｉすることに

より，くりＩ治，ロ本の吉風景〉を照らしだし，そうするこ

とによって，〈明治期〉の時代様相と人々の日常生活の

様111の一端にアプローチしてみたい。モースは大森、塚

の発見舌として１Ａ〈知られているが，ソとはより)ムimjlIl1な

活動を行なっていた。路上の音，家のたかの商，さまざ

まなく音楽〉など11:にした音をめぐり，災に興味深い叙

述を残したモースのff体験を通して，当時の人々が｣=｢に

していたのではないかと思われる音をクローズアップ

し，U)治期の人々の１１常生活やく生i(世界〉を浮かび上

がらせてみたいのである。

１．エドワード.Ｓ・モース

ーその人と業績一

モース（EdwardSylvesterMorse，1838-1925）は

1838（天保９）イ|ユ６月１８日，アメリカ北来部ニューイ

ングランド地方，メーン州の古い港町，ポートランドで

生まれた。彼が腕疋類の研究のため}こ{1本を初めて訪れ

たのは，川治１０年０月１７日，深夜のことであり，こ

の時は同＃ｉｉｌｌ」］５１１まで滞在したのだった。ｉｌｉｉ２１１１１

Ｈの滞在はり]治１１イ|：４月２３１｣からl〕j治１２年９月

３日までであり，第３に|目の滞在はUll拾１５年６月４

ｐから明if１１６年２月１４日に及んでいた。こうしてモ

ースは延べ２年半ほど11本で暮らしたのである。そして

その間，北は北海道から南は九州，MIA児島まで，腕足類

や貝塚などの研究をしたり，日本人の生活をつぶさに見

たり，陶器や民具を集めることをl｣的として旅を行った

朔３３号191)１

りするとともに，本業にあたるものだが，近代釛物学の

１１本への移械，東京大学生物学会（現１１本動物学会）の

創設，進化論の紹介をはじめ，大森貝塚の発見・発掘，

東大に進言してのロ本最初の大学紀要の発刊，博物場の

新設，大衆|(りけの科学講演等々，実に広範MHにわたる活

助を行なったのだった。

さて，そうしたさまざまなモースの活動のうち，社会

学において何よりも興味深いのは，彼が日本人の生活や

１１本の人とに対し，深い理解と[)U心を示し，１１本につい

てのlkI1さるべき著作を著した，ということである。私

たちは，彼が柵lIil後まもなく，1886（Iﾘ}治１９）《Fに発表

した．`japaneseHomesandTheirSurroundings”（邦

,沢は２櫛甑ありⅢそれぞれ「'二1本のすまい・内と外』

『'1本の住い』と鼬されている）や，１９１７（大ｌＬ６）年に

光炎された‘]al)a'］Ｄａｙｂｙｌ)ay”（『１１本その}｣その

日』）に当時の11本人の生活と心梢を見ることができる。

まﾌﾟこ，彼が収雌したもので，現在，ボストン郊外のセイ

ラム・ビーポディー博物館に収められている民共や写

真，あるいは彼が収集し，現在ボストン美術館にその多

くが寄順されている日本の陶器に，当時のｕ本人の生活

の姿を見ることができる。モースは，数多くの,|付演，著

作，〈もの＞などをjlhしてアメリカ，ひいては世界に日本

を紹介した人物であったが，現代と生きる私たちに，開

化ましない頃の人々の生活や心情を伝えてくれる人物で

もあるのである。

「他旧民を考察するぱあい，ＴＩＩ能なかぎ')・かﾌﾟﾆよら

ないメガネをとおして，物Ejlを見るようにすべきであ

る。そして，おなじ誤謬をおかすにしても，くもった

’1,1兇レンズによる誤謬よりも，ベラ色にそまったレン

ズをとおしてみる誤謬のほうが，まだましである｣2〕・

モースはこうしたことを『ｎ本のすまい・内と外』に

満いて述べている。私たちはここに}1本を素直に理解し

ようとしたモースの態度を見ることができる。「先入観

はすて，日本人の立場にたちかえって，Ⅱ本人のつくっ

たものを判断する必要がある」と感じたモース`)。こう

した欧米中心主義とは別個な立場は，当時Ｈ木を訪れﾎﾟﾆ

ｸﾄ|Ｈ１人のなかにあっては極めて珍しいことであったが，

私たちがこれからクローズアップさせていくのは，そう

した素直な心で受けとめられた１１本の姿なのである。

２．耳の証人，モースと音風景

II1jZiにおいて述べたように，ここでの主題はモースの

日本での音体験である。ニースと音，この組合せは一見

したところ，懲外なしのに思われるかもしれない。しか
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し，彼が人一倍ｆｉ:に敏感であったことを思えば，それは

さほど不思議なiW1合せでもないのである。

彼がいかに音に敏感な人であったか。それは’彼がア

メリカにおいて騒音防止連動に携わったというＪ１笑にも

見ることができる。モースは，セーラムの自宅近くの貨

物操車場から１１１１こえる汽笛の音，石畳の上を走る荷車の

音，馬!'『の鉄輪のガラガラという音などに耐えることが

できず，１８８３（明治１６）１Fにマサチューセッツ鉄道委口

会に公聴会を要劃!し，それを開催させて以来，鰍音'1111,m

に関心を深めたいそして当時，大西洋)ｉｔから,にＷ羊)十kに

わたって広がった駈音防止連動に参加し，ＭＩｆでペンフ

レットをつくってIiMjするなどの活動を行い，１９()0（明

治２３）年から１９１２（明治４５）Ｈ１ﾐの間に災Iこ１６編も

の遜青防止のための記事とベンフレットをiIiいたのであ

る。モースには，シンシナティのある豪壮な家に１１１まっ

た際に，部屋にあった閥時計の青が眠れないほど気にな

った，という体験もある。また，ドロシ一・Ｇ．ウェイ

マンが『エドヮード・シルベスター・モース・'１において

述べているように，モースは，若い時からピアノを奏し，

合唱を楽しんだ人でもあったのであるｕ

では，そのようにlHfに深い関わりをもった彼が，１１本

の音風景にＩⅡIを感じたのか。そのことに気をつけなが

ら，モースの著作を読んでいくと，私たちは，思いのほ

かモースが音に関する記述を残していることに女(づく。

また，彼が'二１本から持ちlfiI)，現在セーラム・ピーポデ

ィーi｢ｉ物館に収められている<もの＞のなかに，三味

線，太鼓，琵琶，尺八，法螺貝などの楽器や，でんでん

太鼓などの音の出るものが含まれていることに気づく。

感受性豊かな歴史家の場合でさえ，春にＩＨＩする記述が

ぼとんどなされていないことを指摘し，サウンドスケー

プ（音風策）研究にあたっては，最近の録音や分析の技

術を用いていくとともに，サウンドスケープを歴史的に

展望するためには，人類学や歴史の記録と並んで，文学

や神話からとらｵしたく耳の証人＞(earwitnes：）の|;!'U血に

も耳を傾けなければなら江い，と述べたのはＲ・マリ

_・シェーファーだが，私たちがここで注lｌしているエ

ドワード．Ｓ・モースも，「旅行の覚え書き｣'）の継続的

記録のなかに荷に関する記述を沢１１１に残している貴Tiiな

く耳の証人〉だということができる。

明胎という時代を<身体〉全体で体験したモース。モ

ースの著作にＩＭｕｕされる音に関する記述をilill,|i成するこ

とにより，U|治，’'水の音風景を旅して染ることにしよ

う。

３．モースの音体験

一路上の音風景などをめぐって－

１８７７（lﾘ1袷１０）ｉ１１６月１７日，深夜･横浜に到着し

たエースが初めて耳にした音は，モースたちを乗せてき

たサンフランシスコからの客船「シティ・オブ・トーキ

ョー」号に横づけになり，彼らを岸までjiliんだ小舟の漕

ぎ手，３人が発した不思議な吟i)声であった。「ヘイヘ

イチャ，ヘイヘイチャ｣，舟を漕ぐのとlilヒハ１１災のﾉﾉを

龍めて彼らがり怠る‘｜げに変化する)Hfは，まるで，蒸気機
●●●●

関が発するぜいぜいいう音にも似てllilこえたのである。

モースは１１本各地で舟歌をflFにしているが，そうした舟

歌の類似性lこ気づいているｃモースは瀬)『内海で，漁船

の漁夫たちが夜'１１１の安全を守るため}こ吹〈，只投の笛の

音を1Wにした。アメリカでは，漁火たちはブリキの笛を

吹いていたのである。

当時，１１１(｣２でljllこえた音はどのよ而)krirだったのか。

これからしばらく，路上の音凪欺に１１:をlMiけてみること

にしよう。

「たいていの人は，粗末な木製のはき物をはいている

が，これがまたIJilい道路の上で不思議な，よく響く音

を立てる｣5)。

異国での岐初の!;U１，朝食を済ませて枇浜の街に出たモ

ースの１１:とまず捉えたのは，木製の腫物（下駄）の音で

あった。カラコロ，カランコロン，ガラガラ，カタカ

タ…，モースは洲l｣１１二iに，さまざまな｣しハ:に｣'２を傾けて

いる。下駄‘)カラコロという音は，モースには「どこか

しら』!;が沢llI橋を渡る時の庁に似ている」「不思議に響

き渡る」背楽的な振動が混じった音として感じられた。

モースは３１，１１１の滞日の際には，履物を』,Lればその家人

の社会的地位を判断することができることに気づいたの

である。

当Ｍｆ，ｌＩ１ｈ｣:1をｉｉｉき米Ｌていたのは歩く人ばかりではな

かった。}ﾘ]治３年に許iTIがおりた人〃１ｔ，人がヅ|っばっ

たり押したりする二輪車，駅馬車，二頭立,１１;11瓦，荷馬１１１，

牛車，Ａ１九牛，犬ｊ鶏，駕篭など路上を行き来するもの

;よさまざまだったが，モースが最も利用したものは何と

いっても人〃車だった。

人力車。彼は岐初，この卓が人の〃で走る，というこ

とにllll序悠を悠じている。しかしそれは|瞬く間に「人力

111に乗ることは絶え'111なき愉'腿である」という感情に変

わったのだった。モースは東京では人汕填を月極めで雇

っている。そしてその便利さを心ゆくまで味わったの

だ。モースは!|1夫の強靭さに驚くとともに，その礼儀正
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しさには感じ入っている。また彼は，人力｣|(に乗ってい

る'''１に[|(夫のJ1;をIjllいた。例えば浅〕',}:の「河|)Hき」に向

った際に全逃力で走った車夫は，人々に蹄をあげさせる

為に「ハイ’ハイ'／､イ」と叫び枕けたし，（''１台や岩国

に|(りう際に乗ったlli夫もまるで狂人のように走り｣1つⅡl}

んだという。熊本へ向った際には趣致のjlz夫が全行程に

わたりMkをMjくい，交代に１人ずつ－足ごとにﾘ怠ったり調

子を取ったりした。］'1夫は，客引きの)Liも激しかったの

である。

他にどのような１J･がｻﾊﾞ上で耳に入ってきたのだろう。

馬やＩ|:牛のかわりに11rい荷物をililiんたこilIiiilliとり|っぱっ

たりｲlllしたりするｿ)たちは，力を入れる|け，かなり遠く

まで'111こえる「ホイダホイ１ホイサカホイ！」と

いうような汀を述統的に発したというし，駅．Vjjliの御者

は杯衆の１１:'を行く時，小さなljiiII｝(を11ルらし，先に立って

走る.M；「は奇怪'１１i了い)ない叫びjIjをあげた。人ﾉﾉiliや乗

合A1jlliIまできてⅡ||もｵI:くであ'|)，人々はモルLをよけ~る必

要性を態じていなかったｃだから，Ａ１;丁は,u;の光を）上っ

て，人々に`11;11〔が】(たことを仇Ⅱ1うせ為必要があった。jIU

寵は街ｌｕ筋ではまだ活離していた。彼らは「-1111のヒョ

コヒココした走り方をし，連続的に奇妙な，不平そうな

声を立て」たという。モースの眼はまた,蝋でつくった

靴をはいた11;や牛が多いことにも注がれている｡災【Miの

牡牛の脳脇には鈴をつけた長い紐がさがっていた。歩き

過るにつれてＩｉルるその音は，モースにジャランジャラン

というニューイングランドのliRの鈴を辿想させたのであ

る。

人とはどのような姿で路上に現われ/このだろう。モー

スが路｣てて'1｣会った人，家のなかにいても路上での気配

が感じられた人にはⅢふつうに''１Jを行き米する人をはじ

め，ありとあら(J)るiMi類の:行商人，旅をする見せ物，｜凸｜

定式及び侈勅式の呼び売人，ｆ【『をⅨきながらさまよい歩

く盲li1のｿｊｋ，しぺ,がれ尤声と破れ三味線で|》(って行く

老婆と娘，-11in〔って家の前で祈ilii;jをする禿jj｢iの鈴を持

ったりj，大ｊｌｉで笑う(|ｻﾞ衆に囲まれて話をするﾘﾉなど’多

極多Miiな人々がいたが’その人々はそｵIぞれ異なる音1mし

禁を１W(し１１)していたのだった「

まず行iiii人，及びｌｌｆび売人。モースがl:I}会った物光り

人にばfr物売i)，ｒ化クビリ，パック売り，巡lU11xlfL｢lwi人，

長い竹の櫛からあぶくを吹き'1}しその液を宛るツルｘ<(売

り，lllwlli;臆，ぶ()き細]二修繕屋，１１｢辿ｊｌ〈腿，榔二j宛り，

新ＩＨＩ歴，巣子の行iWi人などさまざまｵに人がいたが〆彼ら

の姿やjRiに－つとして|可じもの〈よなかつたのだった。例

えば花クビリDJ1f。それは「死に瀕した牝鶏の１１ルき）'Kその

鮒３３ザ1991

主まである」とモースは述べているロパッタの行商人の

光為パック(;kアメリカに於けるlrilIHのものよ'（)はるか

に大きitに音をさせて[鳴き続けていたし，あぶくを吹き出

しその液を光るﾘ)はあぶくをﾘ(き吹き時々奇妙極まる1111.

ぴ）肘をあげながら往来をのさのさ歩いていた。こどもを

』きめて菓子を光る人のなかには｣;;や11;iや家MHや仔牛の叫

びjI1を完全にｌｑｌ１似する者がいたというし，新'１１１を配る男

のなかには，一木の棒の末端に下げた紺に所'１１１を入れ，

|ｲﾎﾟの他の端にある鈴を間断なくチリチリリルらしながら新

ｌｌｌ１をIxldり，配り終えると鈴を111りょってしまう人がい

た。物売りの姿を見ることができたのはl1Ui(だけに限ら

なかった。歩いて脳る床屋が往来で仕｣|i:をしているのを

彼が見たのば，東京から宇都宮へと向う旅の途中だった

し，小榊でモースが耳にしたのは，「｢１本の北方の国」

(おそらく'三1木の本州，北端ｉＩＩｌと思われる：躯考注）か'う

ilkil聡海峡を越してきて夏のＩｌＩ１，海際に沿って化〆A，魚類

を１１１リ|して町々で光って歩く，－１Wi奇妙jtE魚充女の声だ

ったのである，

fiL夜を'111わず|}'１こえる盲目の被ﾊｾﾞのjir,(川iiiはモース

には「哀れっぽい捌子」でIlllこえたし，夜に１１にll11こえる

私投慾察のカチンカチンという巡回の青は岨l1llll9なリズ

ムをもってはいても奇妙に感じられた。江ノノ;$から神奈

111にｌｈｊう途中で見た夜廻I）は４時であることを知らせ

るために太妓を４つずつI1IIきながら廻っていたし，室ijMi

の夜廻りのこどもば長さの兇なる３枚の板を１１腱に結び

つけていたために，－足ごとにカラン，カラン，カラン

と大きtEf7を立てた。巡礼の盗iljさまざまであり，日光

からの帰り道で１１}会った－人の巡礼は，首にかけた小さ

な太妓を時とたたき，口を開くことなしに息を吹き出し

てしまったペッグパイプのような一綱１Mのびしたつぶ

やくような１１１１節に似た音を立てていたし（モースは:祈赫

をこのようにｌｊＩｌいたのである!)，浜悩の帽で１１l会った多

1M〔の巡礼（柑土iiⅢ）は「奇妙tに剛」をMliり，おそらく↑;Ｔ

土１１１頂で行なわれることの下淵i1rとして「脆き，藤リ，

１Ｍ:を''11」っていた。モースカ;'1|会った見せ物や芸人も多

岐にわたっている。手品師，音楽師，軽業師，話し家，

人形を扱いながら歌を唄う人など。それらのなかIこは三
Ｏび

り}<線をかきならして「恐ろしく〃1tの入ったような震え声

で''１kいｵにがら」家から家へと行く人もいたし，１セント

を!fってiii(技をした，竹竿の下端を'二1にあて忠をDくぎ込

ん/こり吸いllLたりして，「－１i硫妙な，ベコンペコン

という背をたて」る男（このﾘjは３人組で歩いていた）

もいた。モースは，巡礼たちが多く行き来する江ノ島へ

の路上で,寺の燈髄と思われる11r銅の鋳物を巡ぷ男たち
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が休憩時に「奇妙きわまる詠歌ゑたいなしの」を唄うの

も耳にしたし，火jliの際に消防夫たちが111Jとを走りなが

ら「猫のようなⅡ'|･びjli」を１１}すのもllIlいたのである。

ところでモースは人々が'''三業中に唄うMkIこし心を別め
くい

ている。(ﾀﾞﾘえば「不忠誠な人||Ⅱの枚打機械｣。枇浜へ到着

したロのilﾘ1，彼が凡允のは迎河の入1-1に新しいj)iと防を築

いている，殆ど裸体の男たちなのだった。

「変な，ili調なＷ(が１１１１われ，一節の終わりに|ilって繩

を引き,そこで突然MUをゆるめるのでMilfﾄﾞｻﾝと
音をさせて蟻ちる。すこしも錘をあげる努力をしない

で歌を唄うのは，１にと仁莫迦らしいlMrllllの波1妙)よ

うに思われた｣o)。

日光で'よ彼(よ捲柵機をまわして述築'１１の土台に大きな

材木を運んでいる労Ilii者たちが「お経のようIこ轡く妙な

合唱」を「怒リルる」のを耳にしたし，力Ⅱf}〔雁1肱（モース

は加賀展蚊の一画に化んでいた）にいる際には家の後lこ

天文観測所を地てるｿjたちがセメントをたたきこむ途

中，「恐ろしく気11}（の悪い一:'１１ｔのM1:」を|秋`)のを１１:にし

た。

「如何に鋭いTl:でも，二つの述統した部}ＡＩを１Ｍ:え込む

ことはできない｣7)。

しかし「我轆の音謙ではどうして｛)現わし１Mない」も

のであって１１)，その舷は日本人が三'ﾙﾐ線や猛世にあわせ

て歌う時に発する「iliしり戸」や「うオにりjli」に比べれば！

よほどrI然に心から１１}るもののように彼に朧11(われたの

である。

「日本人はどんな(tnlvとするの|こしi;}):うらしく見え

るｆ)・

鉄道軌道を歩いている際，ｌ]木の労|ル者が地ならしを

するのにシャベルや鉄棒の－振りごとにM)《を雌うのに気

がついたモースｉｆこのように述べﾌﾟこ゜ズにｵs，彼は３１可｢|
くい

の淵f1の際}こは，枚打ちをﾌﾞｰる労ＭＩＩ１審の|〃(の恋111《を''11解

することができたい彼はヨイトマケと「地IルきIMI:」との

関係に気づいたのである。

モースはこの他'二も路上でさ責ざ?ﾋな荷を]|:にしてい

る。市の音，太鼓，三味線，笛，鈴〆仮郷台・仮小屋で

の無言劇，二輪『'１の上で太鼓をl1ljき，「蟻のように群れ」
１２範１３

笑い､l･ぶこどもたちの声，提灯や華諦の大行列，イピ火，

人々の歓声などの祭日・祭礼の音，１J光でlll1いた「日本

の詩人が礼縦してやまぬ一Iiiliの偽の，玄妙なｉＷのような

声」や蝉のJIi，水昔高く流れる)Ⅱの1.7など，また，冬に

なれば「クリック，クリック，クリック」という羽子板

の音や紙凧の「製材所を思わせるような，大きな，プン

プンいう背」惇々“しかしながらモースが述べているよ

うに「薄い処築と，家だのI>'１放的な性質」のために全て

の物音が戸ｸﾄへ'111こえやすく，蹄上に膳ながらにして家

☆からの音をｌｌＩ１くことができたこともまた，モースが体

験した瀞ＨＭＩ(の大きな特徴なのであった。

モースは水郷のjlljりでIま，金紡を打ちのばす「不思議

にガラガラいうl1f」やりjが「トントン」と（(をきざむの

を耳にしたし，北日本のある村で(血ぬるでの￣繩の種

子から収｢Vする'11'〔物蝋をつくりつつある人だが水の槌を

'11]く際に立てる大きな音に[１２をlMiけに。川1t!【l｣Mii〔から大

学に)、う際に征|]j、る１１１Jでは，端の家からlllliに,三味線

か琴かを伴奏としたキーキーハこどもたちが漢字を習

い，絶Ⅱlける)Ai，誰かが漢文を読?1A，その疏j1iに誰かが

感心して立てる「お経をi沈むような，ｆだるい師筋」が

聞こえたし，ｉl:ノルの旅節雄や遊興の塒が並ぶ通りで聞

こえたのは，「妙な泣くような」客リ|さのjIiや，「ヒンヒ

ン啼き」の秤引きのj｣;だった:，大阪で彼は，米の取り|場

の近くで「奇妙な人のllllび)｣;の混合」を'|鳶にしている。

仲間人や投機人たちの騒々しい||ｻﾞがⅢ「身振りをしたり’

千を賑i)あげたり，Ｊ｣iをかぎりとⅡ'}ん/こり」している光

景がそこで鵬I)Ⅱされていたのである｡

「1111口がすっかり|)|｜いて，すべての活助を，完全にさ

ら｛ﾅlIlしていた」ｌｉｌＴ々・家雁は冬になってああ(ナっぱな

しであったという。Ⅱ&灯屋，菓丁･Ａｌ，櫛１１$，大工，ＩｌｉＪ三Ｌ

屋，鍛冶ﾊﾐ，｜;|j形hiifEど，さまざTfな$|I[航の変わった看

板を出したありとあらくﾘ)る'|M(菜が並ぶ'ＩＩＪ。

「どこへ行っても，（|;会の１１１｢々のMiifPfの'１１に，ｉＬｌｔ助的

な物青があるのにえがつく」o）とモースは述べている‐

｢働く時はI肱っだ')歌ったり‐)~るが｣，「そり〕仕zlFが，叩

いたり〆棒やRLでかき廻したI)，その他の一様の運動で

ある時｣，その仕］iを音調とil1jlIをもって行なう人々□

彼は，綴wwLの手伝いが使ﾊＩする金雌ばそれぞれ異なる

音色を'1'すので気持ちのよいffが述統して'''１こえ’４人

の者が'''11,！｢｢をjli<って１１|]くと，それは「鮒の－組が鳴っ

ている皿)」だ，と述べている。「労lIliiの｡i';さを’気持ち

のよいi:『かｌ１ｉ１子で'|篭める」人を。モースばそこに「面'４１

ぃ国民|ＩＩＪを感じたのである。

ところで，当時，來京では火１１:が多く，モース催しば

しば火ﾛl下賜に婆を見せ，そこでいろいろな音を体験し

た。Ｊ１〔〕j(TlT1ljのいたる所に稗鋪が波Ⅱtされていたのだ

が，その音';k，モースのことばをⅢいるなら噸「粗硬

で非音楽的で」500フィート！〕)研くYkいと思われるほど

莫迦げて９，い音だったのである。

赤ん坊のＩＩｌＩ・び声が極めてまれな物音であることもモー

スが気づいた'二1本のillf風ji1の!'ｹﾞ徴であった:，赤ん坊はい
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生噸）の音，劇場や学校の音風景，三井の絹店で聞いた，

lllI売方と出納方との間の金銭の取次をする小さなこども

たちの「奇妙な，&とく引っ張ったⅡＩ声｣，さまざまな国の

ことば，台風や地震の音，加賀屋敷で耳にしていた，烏

の１１m声，鼠が馳け廻る音，床の「ペリンパリン」という

背など。また彼が，何回か訪れた浅草で体験したのは，

ｎF銭繍に絶え'１１１なく銭が投げ込まれる様子や1,』せ物や市

の青だったし，モースが陶器収集の師と仰いだ蜷川の葬

儀の際に聞いたのは，僧侶の「林歌のようにIlllえ」るつ
ぎよう１Jつ

ぶやきや，鏡liliの「ガチャンガチャソ」という音だった

のである。モースは，劇場の緋を揚げる時に使われる拍

子木，学校の授業の終わりの合図，夜番の拍子木，庭園

''１の小さな家に茶の湯に行くことを知らせるために使

う，木の槌で１１１１く木の板など，１１本人が木でつくった装

ｌｒｉｌをいろいろな川途に使用することを，日本人の特徴と

して挙げている。また彼は，日本とアメリカの鋪のつき

方が違うことに気づいていた。「ロ本の鐘卉がかくも美

しいのは，我々のように内側にぶら下る軍い金腿製の鐡

丙でｌｌｌｌかず，外ＯＩＩから，吊しかけた木製の体の柔らかく

打ち耗らされた一端で打つからである｣'2）とモースは述

ぺたのである。

モースが１１Mいた音楽も多岐にわたっていた。笛，太鼓，

三味線，琵琶，鐸などの合奏から，義太夫，雅楽，導入

されて間もない附洋音楽まで。こうしたモースの音楽体

験について詳細に述べることは別稿に譲りたし､が，ここ

では１点だけ記しておきたい。それは，モースが浅草の

梅播氏のところで謡を習った，という事実である。楽譜

なしの請論による稽古，発声など，モースはさまざまな

１N雌を体験してしる｡また彼は，謡は唱歌ではなく，ヨ

ークシャの田舎溝の会話に似た，抑揚のある朗論であ

る，と感じていた。それでもモースは，実際}こ稽古をす

るなかから，それまでは彼にとって違和感のあった，日

本の汗楽の長所をＩＡｌＨすことを１０１侍して，iiiilを１Wい続け

たのである。

クト同人は日本の音楽を理解できず，むしろそれを笑

い，また，国家は西洋音楽の導入に懸命であった当時，

こうした日本の音楽へのアプローチのしかたは，極めて

特異なことだったということができる。モースの日本理

解のしかたが卓越していたことは，こうしたところから

も窺えるのである。

家のなかで聞こえた音はどのような音だったのか。モ

ースが指摘したＨ本の住居の特徴は，既に述べたように

家の「開放性」と「親密性」にあった。開放性とは，室

内にllll仕切り職がないことや，庭と室内の迩統性がある
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つも母親や子守の背中にあり，揺態が使われることもな

く一人で放り出されてあいなかった。モースはこどもの

遊びにも興味を抱いていた。こどもがいつも大人たちの

身近に岡かれ，かつjIL守られているのに気づいたモース

は，「1本を「子供達の天国」として理解したのである。

モースはまた，Ⅱ本人に，指でコツコツしたり，Ｉ]笛

を吹いたり，手に持っている物をガタガタさせたりしな

い，「物静かな落着いた人々である」と述べている。

ところで，当時，新文明の音が全くなかったわけでは

ない。例えば「不思繊な有様の町を歩いていて，アメリ

カ製のミシンがカチカチいっているのを聞くと妙な気が

する｣'0）とモースは述べている。モースは支那に見ら

れる甚だしい保守主侭とは異なる，Ⅱ本人の素早いIlfl応

性に気づいたのである。また，３１'''１１の滞日の際に彼は

銀座と日本橋が鉄道馬11〔建設のために掘り返されるのを

見ているし（鉄道馬車は明治１５年６月に新橋～l｣本橋

間がI)I1jinL，同年ｌｏ月には上野，浅砿まで|)M通した)，

人力'|〔や乗合馬IlZの音が当時の人々にとって，新文明の

音であることも，確かなことなのだった。式典などの折

りに躯楽隊が屋外でも西洋音楽を奏すこともあった。そ

してそれも日本の人んにとっては新しい響きだったので

ある。

しかし，当時のロ木にはまだ江戸の青や香りがそここ

こに残っていた。人ｌｌｌ１的な音やリズムや声に溢れ，路上

の音と膿内からの音とが交錯する'11J・行商人によっても

季節が告げられていたし，夜廻りや火事の際の鮮鍬によ

って〈音響共同体＞(acousticcommunity）が形成され

ていた'１)。モースが加賀屋敷で毎日感じていたように，

夜になれば，淋しい位の「完全な平和と静寂」を体験す

ることもできたのである。

銀座を除いては歩道がなく，「歩JA1をそろえて歩く，

ということを決してしない」人々が道路の真ん中にまで

群れて１１'た当時の11本で，〈耳の丙|[人〉モースは，「峠が

うなるような話声」を耳にしつつ，好奇心に心を１Ｍらせ

ながら，「正直で」「きれい好きで」「'1然を愛する」人々

が営む市井の生活を見て歩いてＵたのである。

４．モースと日本の日常生活

モースはこの他にもさまざまな音を耳にしている。函

館の砂浜で耳にした，番人が時を打ったり，巡狩の時間

を知らせたり，火１１の時に，猛烈に111川たりするのに使

用する，木製の「1ｍ白い音響信号の仕掛」の音，函館近

辺の石像のところで見た，「祈薦柱」についている晒す

とジャラジャラ鳴る鉄の環がいくつかついた鉄のTl〔（後
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晴らしいのは，彼が，何気ない日常の音にまでも耳を傾

げ，そうした音を記述してくれたところにある。私たち

は，モースの音体験をクローズアップさせることによ

り，今ではその片鱗すらないような，〈時代の音〉に耳を

傾けることができた。そして，それだけでなく，私たち

は，音を通して，モースが体験した日本の文化を理解す

ることができたし，〈明治期〉の入念の日常生活やく生活

世界〉にアプローチすることもできたのである。

モース自身が気づいていたように，当時の日本では既

に大きな変化が起き，更にまだいろいろと変化しつつあ

った。しかし，人々の暮らしには，人間的な音やリズム，

人々が唄う歌が溢れていた。季節が変われば人々が体験

する音にも変化が見られたし，音によってつくりだされ

るコミュニティがあったのである。路上の音と屋内の音

が交錯する空間があり，音によって人々の存在が感じ取

られるような空間があった。仕事や労働は歌やリズムと

ともにあったし，人々の声は実に抑揚に満ちていた。自

然や人間の音が繊械的な音に勝っていた空間が人々によ

って体験されていたのである。

私たちが生きている世界は音ばかりの世界ではない。

しかし，音によってかたちづくられる現実感，音によっ

て意味づけられる世界，音によって構築されるコスモ

ス，音とともにあるコミュニティがあるのである。音に

気づく時，音のなかへ入っていく時，音によって包まれ

る時，人々は，自分たちが生きている生活世界を豊かな

広がりにおいて理解することができる。音は人間の日常

的存在の不可欠な構成要素なのであり，人とはさまざま

な音において，いろいろな音を通して，互いに固有の現

実と|止界のうちに自らを見出すことができるのである。

社会学の一つの課題は，私たちが生きている世界をで

きるだけ深く理解する，ということにある。私は，人々

の音体験を通して，私たちが生きている世界にアプロー

チし続けたい，と思う。そのためにも私は，モースのよ

うな〈耳の証人〉に注目し，多くの耳の証人のことばに

耳を傾けることにより，時代時代に深く根をおろした

く音の博物誌＞をつくり，そうした作業を通じて，私たち

が生きている時代を照射してみたいと思うのである。

それにしても，モースは，なぜ，こんなにも詳細にわ

たって，音に関する記述を残すことになったのだろう。

それは，彼が異国の日常生活を体験したことによるのだ

ろう。「異なる文化に属する入念は，ちがう言語をしゃ

べれるだけでなく，おそらくもっと重要なことには，ち

がう感覚世界に住んでいる｣"〕とホールが述べているこ

とに注目したい。こうしたことからも，モースが雨戸を

ことを指し，親しゑやすさは，住宅の規模や室内装飾の

豊かさ，それに竹を多用する建築材料の性格によるもの

だった。こうした住居の特徴がモースの音体験に影響を

与えたのである。例えばモースは江ノ島の茶屋で，召使

いを呼ぶ普通の方法が手をたたくことだ，ということに

気づいている。これは，家が明け放しであるために，合

図が台所まで聞こえたのだ。

モースは，襖の開閉の際に全く音がしない，というこ

と，畳の上を歩く時にも，砿のような軽やかさで，静か

に歩くことができる，ということを例に挙げて，日本の

住まいは神経をやわらげる効果をもっている，と述べて

いる。しかし，雨戸は彼にとって「騒音源」なのだった。

明け方，モースは，奉公人が雨戸を戸袋にしまいこむ時

の音でしばしば起こされている。モースが述べているよ

うに，旅館では，雨戸のガタガタという音が，ベルやド

ラのかわりを果たしたのである。

モースは,呼び鈴がない時，外の人は鎧戸の間から部

屋の中の人に声をかけることがあることに気づいたし，

アメリカの住居では全ての開口部に錠やカンヌキ，自励

監視装匿がついているのに対し，日本で夜間に施錠をす

るのは雨戸だけであることにも気づいていた。モースが

理解するところでは，日本の住居にはプライバシーが欠

けていた。しかし彼は，多くの西洋人のように，そのこ

とを非難せず，むしろ，プライバシーがなければ社会生

活を維持することができない西洋社会の野蛮さを問題に

したのである。

路上で家々からの音を聞いたのと同様に，彼は，家の

なかで屋外からの音を耳にしている。例えばモースが京

都の旅館で耳にしたのは，僧侶たちが祈iiNIの時にlLlIす

｢昆虫の羽音と容易に区別しがたい」音や，歌声や琴の

音だったし，加賀屋敷で聞いたのは，按摩の笛や，遠く

から聞こえてくる「酒に酔って，景気のよくなった男の

歌う，調子の高い音」だった。

モースが日本の住居を全て同じように理解したのでは

ないことにも，ふれておかなければならないだろう。例

えば東京の町家の露地の更に奥の清楚な庭に関し，モー

スは次のように述べている｡

「ほこりっぽくて，そうぞうしい表通りから，一歩こ

のひなびた庭にはいると，そこには，静かな田園生活

の喜びがある｣'3〕・

モースはこうした場所を，居住空間の秘所として理解

していたのである。

結局，人間にとって音とは何なのだろう。モースが索
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｢騒音源」として見なしていたことに眼を向けてみる必

要があるだろう。しかしそれとともに，モースが，音に

敏感な人であったこと，音に耳を傾ける心をもっていた

こと，博物学の心をもって，日本で身辺に心を配ってい

たことが，モースがこれだけの音の記録を残すことがで

きた理由ではないかと私は思う。

近年，横浜の西鶴屋橋を初めとして，日本の各地で，

音を改めて発見し，それぞれの立場から〈世界の調律＞

を考えてもらうことを目的としたサウンドスケープ・デ

ザインが行われるようになり，また，行政の側でも，そ

の地域の〈音名所〉を募集する試設が行われるようにな

って，私たちの身のまわりの音に耳を傾ける機会が増え

てきた'`)。また，音風景研究の輪も次第に広がりつつあ

る。しかしこれまで，音風景の研究が全く行われてこな

かったわけではない。音風景研究の先駆者の－人とし

て，〈時代の音〉の存在に気づいていた柳田國男を挙げ

たいが，私は，エドワード．ｓ・モースを，音風景を記

録した注目さるべき人物ということができるように思う

のである。

ここで，モースが慶應義塾に招かれていることを記し

ておきたい。明治１２年７月１１日，モースは，フェノ

ロサ等とともに来塾し，進化論の講義を行っている。そ

の時,彼は,学生たちが柔術や剣術を行うのを目にして,

「ピシャンピシャン」という竹刀が響きわたる音を聞い

たのである。

モースは明治１０年６月１９日，初めて横浜から新橋

に向かう時，汽車の車窓から，大森の貝塚を発見してい

る。モースは素晴らしいく目の証人〉として私たちの前

に姿を見せる。だが，彼は目の証人にすぎないのではな

い。本稿において明らかになったように，モースはく明

治期〉の音の記録，という点において，間違いなくく耳

の証人＞といえる人なのである。

今日，私たちが体験している音風景は，モースが体験

したものとは大きく異なっているが，私たちは歴史のな

かの音にも注目しながら，身のまわりの音に改めて耳を

傾け，今日の時代状況や生活世界，自らの存在を一層深

く理解するようにしたいものだ。〈音風景＞を通して，ロ

常性，人々の生活空間，生活時間，人々の生き方や存在

の仕方，時代や文化が浮かび上がってくるのであるｃ音

に託した人々のさまざまな思いや感情があるように私に

は思われるのである｡

注

’）山岸美穂「青空IHIと音風景一東京の変遷と耳の記
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憶一」山岸健編「日常生活の舞台と光景［社会学］
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ここではモースの音体験を主題化しているが，日

本では彼の音体験についてこれまで若干，言及さ

れたケースが見られる。
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上田篤他訳，鹿島出版会，１９７９年，２１ページ。

同書，６５ページ。

モースは“JapanDaybyDay”の執筆過程につ

いて，「やむを得ず，私は旅行の覚え谷きを－篇

の継続的記録として発表することにした｣，と述

べている。モースの日本での日記は，彼によれば

3500ページにも及んでいたのである（Ｅ・Ｓ・モ

ース「ロ本その日その日１」石川欣一訳，平凡社，

東洋文庫171,1970年，「緒言」を参照ル

モース，前掲「日本そのｐその日１」５ページ。

同書，５－６ページ。

Ｅ・Ｓ・モース「n本そのnそのｐ２」石)||欣一

訳，平凡社，東洋文庫１７２，１９７０年，９４ページ。

同書，２２２ページ。

Ｅ・Ｓ・モース「日本その日その日３」石川欣一

訳，平凡社，東洋文庫１７９，１９７１年，１１３ペー

ジ。

モース，前掲「日本その日その日１』３０ページ。

<音響共同体〉とは，Ｒ・マリ一・シェーファーの

ことばで，「音響的に定義および規定された共同

体」を表す。シヱーファーは，共同体は，政治的，

地理的，宗教的，社会的存在としてさまざまに定

義されるが，理想的な共同体は，聴覚的にも定義

され得る，と述べるのである。教会の鐘の到達範

囲によって規定された「教区」はく音響共同体〉

の典型的な例である。また，シェーファーによれ

ば，歴史を通じて，人間の声の到達範囲は，集落

を決定する際の重要なモデュールとなってきたの

である。詳細は，Ｒ､マリー・シェーファー「世界

の調律サウンドスケープとはなにか」鳥越けい

子他訳，平凡社，１９８６年，を参照。また，山岸

美穂，修士論文においても検討が行われている。

モース，前掲『日本そのＩＥＩその日１」６８ページ。

モース，前掲『日本のすまい･内と外｣,８６ページ。

エドワード・ホール「かくれた次元」日高敏隆他

訳’みすず欝房，１９７０年（原著出版１９６６年)，５

ページ。

名古屋市や練馬区においてく音名所＞募集の試み

が行われている。サウンドスケープ・デザインの

詳細及びその意義などについては，山岸美穂，修

士論文，第３部「エッフェル塔と西鶴展橋一モダ

ン，ポスト・モダンをめぐって－」及び，第４部

｢音風景の射程と地平一いくつかの事例を糸口と

して－」を参照のこと。
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